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本稿は、2019 年にヘルシンキ大学で開催された「くずし字セミナー」をめぐり、共同責任

者である 2 名が、開催に至る経緯、当日の様子のほか、その成果や今後の展望を報告するもの

である。本セミナーの意義は、同大学の教育支援、あるいはくずし字を解読できる人材を養成

することによる古典文学研究の発展にとどまらない。北欧の日本学が抱える問題を解決し得る

教育事例でもあり、また、日フィン両国における複数の出版物、フィンランド国立図書館での

展示会など、セミナーを契機に多様な成果が生み出された。さらに、異国間の異分野協働の実

践である点でも貴重な取り組み事例である。以上から本稿では、このセミナーを通じ、日フィ

ンの異分野協働による教育活動がもたらした可能性と課題について紹介したい。
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1. はじめに

本稿では、2019年10月に開催された「ヘルシンキ大

学くずし字セミナー」（Kuzushiji-seminaari Helsingin 
yliopistossa 2019）について、開催に至る経緯、当日

の様子、教育研究上の成果、そして今後の展望を報告

する。このセミナーは、名古屋大学が採択を受けた日

本学術振興会「国際的な活躍が期待できる研究者の育

成事業」の一環として開催されたもので、報告者2名は、

セミナーの共同責任者である（畑は当時、名古屋大学

研究員として本事業に携わっていた）。

セミナーは、ヘルシンキ大学で日本語・日本文化を

学ぶ学生を対象に、4日間の集中講義形式で開講された。

講師は日本国内の大学に所属する古典文学研究者で、

くずし字（主に変体仮名）の解読法から和書の種類や

形態、内容、調査方法に至るまで、広く日本の書物の

歴史を扱った。その意義は、上記の事業遂行や大学教

育への貢献だけに限らない。北欧の日本学が抱えるリ

ソース問題解決の一助となり、両国での複数の記事・

雑誌の出版、フィンランド国立図書館での展覧会など、

セミナーを端緒として多種の成果が生まれた。

加えてこの一連の取り組みが、日本の古典文学研究

者の畑と、フィンランドの日本語教育学研究者の布施

による異分野協働の教育研究活動であるという点、そ

して日本国外での実践である点も有意義と言える。日

本語教育における異分野協働の実践例を調査した中川

（2021）は、協働の手順や内容、分担内容が明瞭に記

録された報告は稀であるとし、異分野協働には「背景

や視点の異なる者同士がいかに協働していくかという

マネジメントの側面が強くなる」ことから、過去の実

践による知見を共有する必要性を指摘する。また、同

報告が取り上げる異分野の専門家との協働事例は、い

ずれも日本国内の例である。よって本稿は、国際的な

異分野協働をめぐる貴重な実践報告と位置付けられる。 
なお欧州でのくずし字教育は、毎年、日本資料専門

家欧州協会（EAJRS）が国文学研究資料館と共同で数

日間のワークショップを開催しているほか、ごく少数

の大学で学習機会が設けられているのみである。本稿

は、数少ない欧州でのくずし字教育実践報告でもある。 

2. セミナー開催までの経緯・準備

2.1. 名古屋大学の採択事業の目的・概要 
名古屋大学の採択事業「西欧の日本学研究者とのネ

ットワークを通じた日本人若手研究者の国際化―絵写

本・版本研究を中心として」（2017年10月～20年3月）

は、日本と西欧の研究者が、双方に所在する中世や近

世の文学・絵画資料の分析研究を共同で行うもので、

日欧の日本学研究ネットワーク構築が目的とされた。

伊藤信博氏（椙山女学園大学教授）および近本謙介氏

（名古屋大学教授）を代表に、日本、フランス、ドイ

ツの研究者43名から組織され、主な拠点は名古屋大学、

ストラスブール大学、ハイデルベルク大学に置かれた。 
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事業の一環として4名の日本人若手研究者が西欧に

派遣され、現地の学生、研究者、図書館員らにくずし

字の解読法を教授するセミナーを開催した。これは、

西欧の学生のくずし字解読法の修得が、現地の日本学

の発展および将来の国際共同研究に資するとして計画

されたもので、フランスとドイツでは、数か月に渡る

セミナーを催した。たとえば、派遣者の1人であった畑

は、事業期間内にストラスブール大学とフランス国立

極東学院でそれぞれ全10回ほどのセミナーを開催した。 
2.2. くずし字セミナー計画の発端 
報告者らは2018年9月、カウナスで開催された

EAJRS年次大会で出会った。EAJRSは、主に欧州の

大学や図書館、美術館に所属する研究者、司書、学芸

員ら、広く日本資料関係者によって構成される。畑は

上記セミナーについて、布施はヘルシンキ大学におけ

る日本学に関する電子資料の使用状況とその必要性に

ついて報告した。その際、同大学日本語プログラムの

問題として、図書館の日本学関連蔵書に限界があるこ

と、大学が環境への配慮のため電子書籍を重視する中、

日本の書籍は紙媒体が多いこと、さらに経済的理由で

学生の日本学関連書購入が難しいことなどを指摘した。 
本セミナー立案には、参加者のうちマグヌスセン矢

部直美氏（EAJRS 理事、オスロ大学人文社会学図書

館）の協力が不可欠であった。同氏は北欧での日本学

に関して、図書館に日本を専門とする人材が少ないな

ど、リソースの問題を感じていた。そこで両名の連携、

つまりヘルシンキ大学を含む北欧での古典文学研究者

によるセミナーを提案したのである。

この提案は、ヘルシンキ大学日本語プログラムが抱

える問題への一つの解決策であった。現在、同プログ

ラムに古典文学を専門とする常勤教員はおらず、古典

の基礎知識や解読法を提供することは、通常にない学

習機会となる。他方、名古屋大学の事業に北欧での活

動は計画になかったが、従前の古典文学研究で北欧、

フィンランドとの共同研究は稀で、新たな連携は当初

計画を上回る成果となる。そこで北欧での活動が事業

に追加され1)、海外経験豊富な関係者が講師に選ばれた。 
2.3. 役割分担とコミュニケーション 
上述した経緯により、畑が各講師への連絡と渡航手

続き、講師としての講義準備を行い、布施が会場の手

配、参加者の募集と連絡、通訳の手配など、現地での

開催準備を担当した。

両者は、2018年9月から翌年10月までのおよそ1年間、

主にメールで情報交換を行った。ともに日本語母語話

者であるため、開催時期、講義内容、講師、参加者、

費用負担といった情報のやり取りに支障はなかったが、

後述するように国や研究分野の違いはたびたび認識さ

れた。この200通以上のメールに加え、2019年3月には

パリで、対面による打ち合わせを実施した。これは当

時、定期開催されていたフランス国立極東学院でのセ

ミナーに合わせて行ったものである。

3. セミナーの内容と参加者の反応

3.1. くずし字セミナーコースのシラバス 
セミナーはヘルシンキ大学言語プログラム修士課程

の特別集中講義コースとして実施され、大学スタッフ

や学外者にも公開された。コースシラバスの概要は以

下の通りで、セミナーはこれに沿って進められた。

 履修対象者：ヘルシンキ大学修士課程学生（参加必

須条件として日本語能力中級以上）

 学習成果：

(1) 日本の文字の歴史と表記体系の理解を通じて、日本

語能力の向上を目指す。また、日本の書物の歴史に

ついても理解を深める。

(2) フィンランド国立図書館が所蔵する資料の読解を通

じ、当地の日本学への貢献を目指す。

(3) 将来の日本学ネットワーク構築を目指す。

 コース内容：

室町・江戸時代に作られた絵巻・絵本などの日本

資料を用い、くずし字の解読法を学習する。また、

それが書かれた書物や形態にも触れることで日本の

文字や書物、広く日本文化について学ぶ。

ワークショップとして、講師が平仮名の成り立ち

や変体仮名について解説した後、参加者が絵巻、草

双紙、浮世絵など、さまざまな媒体の中のくずし字

を解読する。また、資料の扱い方を講義した上で、

フィンランド所在の日本資料から調査法を学ぶ。

さらに講義として、日本の書物の装丁や料紙の概

要、装丁と内容との関係などを解説する。講師が日

本から持参した資料を用い、参加者が実際の資料を

見たり触れたりする機会を設ける。

 コース評価：セミナー出席と、課題として合巻『仮

名手本忠臣蔵』に関するレポートを課す。

3.2. セミナーの内容 
講義は、2019年10月8日から11日まで4日間にわたっ

て開催された。各日の講義内容は表1の通りである。な
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お、講師の使用言語はいずれも日本語である。

参加者の多くは、ヘルシンキ大学の学生とスタッフ、

卒業生で、各講義への参加者数は平均30名であった2)。

ほとんどは日本語非母語話者で、これは当地での日本

語イベントとしては異例であった。最終日の佐々木氏

の講義への参加者数が最も多いが、フィンランド語通

訳を設けたためであろう。ほか3回が通訳なしで行われ

たが、言語に関する問題は観察されなかった。これは、

講師陣により日本語非母語話者向けの配慮がなされた

こと、また次節に述べるように、実際に資料を手に取

ってみる機会があったことも講義理解の動機を高める

のに役立ったようであり、参加者の多くが内容を興味

深く聞いていた。

3.3. セミナー後のアンケート結果 
セミナー終了後、参加者へフィンランド語によるア

ンケートを実施した。ヘルシンキ大学のフィードバッ

クICTシステムを利用してメール配信した質問は、以

下の通りである。

 日本語能力・学習歴、現在の所属・身分

 なぜこのセミナーに参加したか

 くずし字学習経験（場所、期間）

 普段、江戸時代以前の文学・絵画などを読んだり、

目にしたりする機会はあるか

 日本語を今後も学びたいか、特に何を知りたいか

 江戸時代以前の文学・絵画などを今後も読みたいか、

特に何を知りたいか

 全体の感想、最も印象に残ったこと

 今後読んでみたいもの（時代、ジャンルなど）

 その他、改善案や要望

アンケートで12名の回答を得た。回答者のうち10名
に複数年の日本語学習歴があり、参加動機は、日本文

化と歴史に興味を持っているためという回答が多かっ

た。ただし、くずし字学習歴があるのは2名のみで、10
名は初学者であった。普段、江戸時代以前の文学など

に触れる機会があるという回答も、非常に少なかった。 
興味深いのは、全員が今後も日本語を学びたいと回

答、古典読解能力を高めたいという回答も複数あった

点である。全体の感想には「テキストを自分で解釈し

たこと、絵巻の実物を見られたことが印象に残った」、

「くずし字に対する抵抗感がなくなり、より積極的に

学習してみようと思えた」といった、くずし字学習に

肯定的な声が多い。「日本語学習を始めたばかりだが、

日本語や日本文化の奥深さを垣間見ることができた」

と、くずし字や古典籍資料は現代の日本語の学習者の

モチベーションにも作用している。実際、「絵巻の実物

を見る機会を得られたのが非常に良かった」など、7
名が実際の古典籍資料が使用されたことに触れている。 
そして参加者の多くが、古典から大衆文化まで幅広

く興味を持ち、特に文学への関心が高いこと、さらに

12名中8名が今後も同様の機会を得たいと考えている

ことも明らかになった。ただし、くずし字学習歴があ

る参加者からは「基本的な知識を広く扱うだけでなく、

よりテーマを絞った専門知識の講義も望む」との回答

もあり、参加者の知識背景に幅があることもわかった。 

4. セミナーから見えた可能性と課題

4.1. 参加者と責任者らとの協働による複数の出版 
セミナーを通じ得られた成果は、3つに大別できる。 
1 つ目に、コース参加学生と講師、責任者の協働作

業により、合計 9 本の雑誌・論文・報文等を出版した

ことである。その詳細は表2の通りである。 
9 本のうち 6 本は、フィンランド日本文化友の会の

年次刊行物HASHI特集号、または定期刊行物TOMO
掲載の一記事として出版された。同会は1978年設立、

表１ くずし字セミナーの内容 

日程 講演内容・タイトル 講師 
参加登
録者数 

備考 

10月8日（火） 〔ワークショップ形式〕 
くずし字（変体仮名）の紹介

畑 有紀
（名古屋大学研究員） 

32名  

10月9日（水） 〔ワークショップ形式〕 
フィンランド国立図書館の本
でまなぶ和書

津田 眞弓
（慶應義塾大学教授） 

26名 会場は、フィンランド国立図書館の特別室
Monrepos-sali。教材は、同館所蔵の合巻『仮
名手本忠臣蔵』（外部貸出不可）。 

10月10日（木） 〔講義形式〕 
日本の絵本と絵巻

石川 透
（慶應義塾大学教授） 

25名 教材は、石川氏持参の絵本・絵巻。

10月11日（金） 〔講義形式〕 
日本の書物と挿絵の歴史

佐々木 孝浩
（慶應義塾大学教授） 

49名 フィンランド語通訳あり（アレクシ・ヤル
ヴェラ氏）。
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会員数約 370 名の友好団体で、その多くが日本に関す

る職に従事するか、日本文化に関心を持っている。彼

らに専門的な知見を提供できたことは重要である。

また、とりわけ日本学研究がさかんであるとは言え

ないフィンランドにおいて、一連の記事を現地語で発

表できたことも指摘したい。この数年で、講演やセミ

ナーの内容が動画として記録されることも増えたが、

以前は文章として残ることも稀であった。そうした中、

本セミナーについては、日本から招いた 4 名の講師す

べての講演内容を翻訳し、出版する予定である 3)。こ

れらは現在のみならず、今後フィンランドで日本や日

本文化に関心を持つ人々に有益な情報となるだろう。

他方、講師の津田氏の指導の下、フィンランド国立

図書館日本コレクション（後述）が所蔵する合巻『仮

名手本忠臣蔵』の調査報告を日本語で発表したことも

特筆に値する（表2中4）。参加学生には日本語で学術

論文を執筆する経験となり、コース責任者の布施も、

他大学の研究者らとの協働執筆の機会を得た。さらに

この論文が、現存数の少ない『仮名手本忠臣蔵』をめ

ぐる貴重な調査報告の一つとなったことは、古典文学

研究においても有意義な成果である（津田ほか 2020）。 
4.2. フィンランドにおける日本学への貢献 

2つ目に挙げられるのは、フィンランド国立図書館日

本コレクションを通じた、現地日本学への貢献である。

同コレクションは、1930年代以降のさまざまな寄附に

よるもので、古典籍を含む約1,400点の和書から成り、

G. J. ラムステッド旧蔵書も確認できる4)。 
1994年にその目録を作成したテロ・サロマー氏から

提案があり、セミナー後、参加学生と教員の協働によ

る展示会を同図書館で実施した（2019年12月2日～20
年3月2日）。展示に携わった同館職員によると、展示は

好評で、日本文学に興味を持つ人々に加え、市内の中

学・高校で日本語を学ぶ学生と教員も訪れたという。

そして後日、セミナー参加者の1人によって、日本コ

レクション目録が電子化された。この参加者は国立図

書館での職業訓練を申し込み、面接でコレクション責

任者から電子化業務を提案されたという5)。これ以前に

は、サロマー氏作成の紙媒体の目録しか存在しなかっ

たのだが、この人物により日本コレクションと、併せ

て所蔵される仏教コレクションの電子目録も完成した。 
さらに、前節に挙げた『仮名手本忠臣蔵』に関する

発見もあった。同書はそれまで下巻のみ確認されてい

たが、セミナーでこれに注目したコレクション担当者

が、書庫で上巻を見つけたのである。同氏を含め、当

時の図書館には日本語や和本を扱える専門司書がいな

かった。この出来事は、こうした状況下でも専門家が

現地の資料を取り上げることの重要性を示していよう。 
またセミナーを端緒とする一連の取り組みが、学生、

表２ セミナー関連の出版物 

著者名 題目 発行年 掲載誌(発行元) 備考 

1 布施倫英、畑有紀、T. サロマー（編） 肉筆画から多色刷り版画へ: フィンランドの和
書に見る挿絵の歴史とそのコレクション

2020 HASHI 41 
（日本文化友の会）

フィンランド語 
特集号一冊の編纂 

2 畑有紀、布施倫英 日本学資料の学際的利用の可能性と課題: 名古
屋大学によるヘルシンキ大学くずし字セミナー

2019 EAJRS年次大会発
表要旨（EAJRS） 

英語

3 R. ランシサルミ、布施倫英 くずし字セミナーで学ぶ日本の文字と表記体
系、書物の歴史

2019 ヘルシンキ大学人文
学部ウェブサイト
（ヘルシンキ大学）

フィンランド語 

4 津田眞弓、布施倫英、小長光芳子、L. ケ
ンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

フィンランド国立図書館蔵合巻『仮名手本忠臣
蔵』調査報告

2020 『慶應義塾大学日吉
紀要 人文科学』35
（慶應義塾大学）

日本語
ウェブ公開あり 

5 畑有紀、布施倫英 ヘルシンキ大学くずし字セミナー 2020 HASHI 41 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

6 畑有紀、布施倫英 ヘルシンキ大学くずし字セミナー: 日本の文字
と表記体系、書物の歴史

2020 TOMO 4/2020 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

7 布施倫英、 小長光芳子、L. ケンッタ、
T. ヘイスカネン、S. レポ 

フィンランド国立図書館所蔵の至宝: 日本コレ
クション

2020 TOMO 4/2020 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

8 畑有紀、（訳）布施倫英、小長光芳子、
L. ケンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

くずし字入門 2021 TOMO 1/2021 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

9 畑有紀、（訳）布施倫英、小長光芳子、
L. ケンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

くずし字入門: 日本語の文字の歴史 2021 TOMO 2/2021 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

※英語、フィンランド語の出版物は日本語に翻訳している（原題は参考文献を参照のこと）。
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会員数約 370 名の友好団体で、その多くが日本に関す

る職に従事するか、日本文化に関心を持っている。彼

らに専門的な知見を提供できたことは重要である。

また、とりわけ日本学研究がさかんであるとは言え

ないフィンランドにおいて、一連の記事を現地語で発

表できたことも指摘したい。この数年で、講演やセミ

ナーの内容が動画として記録されることも増えたが、

以前は文章として残ることも稀であった。そうした中、

本セミナーについては、日本から招いた 4 名の講師す

べての講演内容を翻訳し、出版する予定である 3)。こ

れらは現在のみならず、今後フィンランドで日本や日

本文化に関心を持つ人々に有益な情報となるだろう。

他方、講師の津田氏の指導の下、フィンランド国立

図書館日本コレクション（後述）が所蔵する合巻『仮

名手本忠臣蔵』の調査報告を日本語で発表したことも

特筆に値する（表2中4）。参加学生には日本語で学術

論文を執筆する経験となり、コース責任者の布施も、

他大学の研究者らとの協働執筆の機会を得た。さらに

この論文が、現存数の少ない『仮名手本忠臣蔵』をめ

ぐる貴重な調査報告の一つとなったことは、古典文学

研究においても有意義な成果である（津田ほか 2020）。 
4.2. フィンランドにおける日本学への貢献 

2つ目に挙げられるのは、フィンランド国立図書館日

本コレクションを通じた、現地日本学への貢献である。

同コレクションは、1930年代以降のさまざまな寄附に

よるもので、古典籍を含む約1,400点の和書から成り、

G. J. ラムステッド旧蔵書も確認できる4)。 
1994年にその目録を作成したテロ・サロマー氏から

提案があり、セミナー後、参加学生と教員の協働によ

る展示会を同図書館で実施した（2019年12月2日～20
年3月2日）。展示に携わった同館職員によると、展示は

好評で、日本文学に興味を持つ人々に加え、市内の中

学・高校で日本語を学ぶ学生と教員も訪れたという。

そして後日、セミナー参加者の1人によって、日本コ

レクション目録が電子化された。この参加者は国立図

書館での職業訓練を申し込み、面接でコレクション責

任者から電子化業務を提案されたという5)。これ以前に

は、サロマー氏作成の紙媒体の目録しか存在しなかっ

たのだが、この人物により日本コレクションと、併せ

て所蔵される仏教コレクションの電子目録も完成した。 
さらに、前節に挙げた『仮名手本忠臣蔵』に関する

発見もあった。同書はそれまで下巻のみ確認されてい

たが、セミナーでこれに注目したコレクション担当者

が、書庫で上巻を見つけたのである。同氏を含め、当

時の図書館には日本語や和本を扱える専門司書がいな

かった。この出来事は、こうした状況下でも専門家が

現地の資料を取り上げることの重要性を示していよう。 
またセミナーを端緒とする一連の取り組みが、学生、

表２ セミナー関連の出版物 

著者名 題目 発行年 掲載誌(発行元) 備考 

1 布施倫英、畑有紀、T. サロマー（編） 肉筆画から多色刷り版画へ: フィンランドの和
書に見る挿絵の歴史とそのコレクション

2020 HASHI 41 
（日本文化友の会）

フィンランド語 
特集号一冊の編纂 

2 畑有紀、布施倫英 日本学資料の学際的利用の可能性と課題: 名古
屋大学によるヘルシンキ大学くずし字セミナー

2019 EAJRS年次大会発
表要旨（EAJRS） 

英語

3 R. ランシサルミ、布施倫英 くずし字セミナーで学ぶ日本の文字と表記体
系、書物の歴史

2019 ヘルシンキ大学人文
学部ウェブサイト
（ヘルシンキ大学）

フィンランド語 

4 津田眞弓、布施倫英、小長光芳子、L. ケ
ンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

フィンランド国立図書館蔵合巻『仮名手本忠臣
蔵』調査報告

2020 『慶應義塾大学日吉
紀要 人文科学』35
（慶應義塾大学）

日本語
ウェブ公開あり 

5 畑有紀、布施倫英 ヘルシンキ大学くずし字セミナー 2020 HASHI 41 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

6 畑有紀、布施倫英 ヘルシンキ大学くずし字セミナー: 日本の文字
と表記体系、書物の歴史

2020 TOMO 4/2020 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

7 布施倫英、 小長光芳子、L. ケンッタ、
T. ヘイスカネン、S. レポ 

フィンランド国立図書館所蔵の至宝: 日本コレ
クション

2020 TOMO 4/2020 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

8 畑有紀、（訳）布施倫英、小長光芳子、
L. ケンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

くずし字入門 2021 TOMO 1/2021 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

9 畑有紀、（訳）布施倫英、小長光芳子、
L. ケンッタ、T. ヘイスカネン、S. レポ 

くずし字入門: 日本語の文字の歴史 2021 TOMO 2/2021 
（日本文化友の会）

フィンランド語 

※英語、フィンランド語の出版物は日本語に翻訳している（原題は参考文献を参照のこと）。
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司書、研究者など日本学に関わるヘルシンキの人々の

連携を生んだことは、当初の想像を超えた収穫であっ

た。そしてこれを、日本文化友の会によるHASHIの一

編として記録できたことも大きな成果である（表2中1）。 
4.3. 異分野協働の事例報告を通じた研究上の貢献 

3つ目に、異分野協働、または学際的連携による教育

事例を記録、発表することによる研究面での貢献を挙

げたい。本セミナーは異国で活動する異分野の研究者

による協働の実践例である。そこで報告者らは、セミ

ナー直前の2019年9月、ソフィアでのEAJRS年次大会

で、セミナーの計画・準備を通して見えた、その可能

性と問題点を報告した（Hata and Fuse 2019）。 
同じ日本を対象としながら、日本語教育と日本古典

文学との協働事例は少なく、特にフィンランドを始め

とする欧州と日本との間では稀である。前述の通り、

EAJRSは欧州の日本資料関係者の集まりであり、現地

で日本語やくずし字を扱える人材が減りつつあること

への対策という意味でも、好意的に受け止められた。

4.4. 国際的な異分野協働活動における障壁 
他方、計画から実行に至るまでに、いくつかの問題

点も見出された6)。以下、3つに分けて述べたい。 
第一に、高等教育制度の違いに由来する問題である。

例として、両国では学期が異なるために、開催時期の

調整に手間取った。10月は、フィンランドでは新学期

開始から1か月が経過しているが、日本では新学期の始

まりで、複数の講師の渡航日程を定めるのは困難を極

めた。その他、授業方法など慣習の違い、担当者間の

役割分担、専門知識の不足もたびたび認識された。

第二に、異分野協働の教育活動として参照できる先

行事例不足から生じた問題がある。実践記録の乏しさ

は、冒頭にも指摘した通りである。本セミナーに際し

ては、教育目的や達成目標の設定に苦慮したほか、教

員と学生、または大学関係者と学外者による連携モデ

ルが不十分で、計画は容易ではなかった。また、セミ

ナーの内容や成果を教育に結びつける方法も模索する

こととなった。

第三に、教育目的での異分野協働に対する支援、特

に助成金の少なさである。後述するように報告者らは

次回計画を立てているところだが、大型予算の獲得は

今後の課題である。

5. まとめ

5.1. 異分野協働の展望と課題 
くずし字セミナーによって、日本とフィンランドの

間に、新たな教育・研究のネットワークが生まれたこ

とは言うまでもない。報告者らの取り組みが多様な可

能性を見出すことに繋がったのも、前章の通りである。

古典籍資料が、日本の歴史や文化だけでなく現代の日

本語を学ぶ上でも有用である点、さらにフィンランド

所在の資料を教材とすることで、現地の人々の強い興

味・関心を引いた点は、参加希望者の多さ、参加者の

アンケート、展覧会開催等に至った事実から明らかだ

ろう。特に、古典籍資料を日本語学習の一助とできた

のは、古典文学研究者が講師となったためになし得た

ことで、双方の連携がうまく作用したものと言える。

その一方で、異なる国、異なる分野同士の協働には、

問題点も見出された。とりわけ距離の問題は、近年の

コミュニケーションツールの発達により改善の余地が

あるだろう。加えて、本稿を含む実践記録の蓄積や、

金銭的支援の拡充、またそれに付随して、高等教育に

おける異分野協働教育の実践への評価体系の構築が望

まれる。

5.2. 新たなセミナー「日本文学と食」 
報告者らは、フィンランドにおける日本文学への関

心の高さを改めて認識し、現在「日本文学と食」をテ

ーマとしたセミナー企画を進めている。前述のアンケ

ート回答からは、参加者の多くが文学以外の分野にも

興味を持っていることが明らかになっている。食が国

境を問わず普遍的なテーマであること、現地での日本

食の人気の高さなどからこのテーマを選定し、内容や

講師の検討を行っているところである。

今後も、この異分野協働の取り組みを継続すること

で、セミナーで培った両国間のネットワークを一層発

展させていきたい。
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孝浩教授、マグヌスセン矢部直美氏、フィンランド国

立図書館古典コレクション関係者、ヘルシンキ大学関

係者、名古屋大学関係者、そしてセミナーに参加して

くださった皆様に、感謝申し上げる。

注

1) オスロ大学、ベルゲン大学でもセミナーを開催した。

2) 当日欠席の通知や追加参加の問い合わせもあったため、実

際の参加者数は変動があった可能性がある。

3) 佐々木氏（Sasaki 2021）と畑（Hata2021a & 2021b）担
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